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日本罐詰株式会社の株式取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、北海道・十勝産の農産物を主な原料とした冷凍野菜、レトルト

製品等の製造・販売をおこなう日本罐詰株式会社（本社：北海道河西郡芽室町、代表取締役社長：恒川 

正英、以下「日本罐詰」）の発行済株式の100％を取得し、子会社化することについて決議いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

１．株式取得の理由 

 当社は、日本の中堅・中小企業の支援および活性化を通じて地域経済の発展に貢献することを経営理

念として、後継者不足や経営課題を抱える食品関連企業の株式を譲り受けることを通じて、これまで地

域に根差した企業の存続と発展を支えてまいりました。現在では39社で構成される企業グループを形成

しております。 

グループ化後は、各社の雇用や取引関係を維持しながら、それぞれの強みを活かし、グループ各社が相

互に支援する「中小企業支援プラットフォーム」のもと、各社の事業基盤の強化とグループ全体の企業価

値向上に取り組んでおります。 

 日本罐詰は、北海道河西郡芽室町に本社を置き、北海道・十勝産の農産物を主な原料とした冷凍野菜、

レトルト製品等の製造・販売をおこなう食品メーカーです。スイートコーンをはじめ、かぼちゃ、いんげ

ん、枝豆、グリーンピース、ブロッコリー等の農産物を使用し、家庭用から業務用まで幅広い製品を製造

しております。特に、主力であるとうもろこし製品は、国産冷凍コーン市場において高い市場シェアを有

しております。 

また、十勝地区の契約農家との長年にわたる信頼関係を背景に、地域に根差した安定的な原料調達体制

を構築しております。こうした調達基盤と、同社の製造拠点（十勝工場および芽室工場）において構築し

てきた農産物の加工・製造体制を活かし、栽培から収穫、加工までを一貫して管理することで、安全かつ

高品質な農産物を安定的に調達するとともに、北海道・十勝の豊かな農産物の魅力を引き出した食品づ

くりをおこなっていることが、日本罐詰の強みです。 

 さらに、長年にわたり大手食品企業グループの一員として培ってきた高度な生産管理・品質管理ノウ

ハウを有し、FSSC 22000認証に基づく食品安全管理体制を確立しております。北海道産・十勝産の原料を

使用した製品やその製造技術は、大手食品メーカーや大手小売事業者からも高く評価され、長年にわた

る受託製造実績を有しております。 
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当社は、成長戦略の一つとして、高い市場シェアや競争優位性を有する企業、ならびに特定地域におい

て事業基盤を有し、当社グループとのシナジーが見込まれる企業を対象としたM&Aを推進し、グループ全

体の持続的な成長と企業価値の向上を目指しております。特に北海道を重点地域の一つと位置付け、こ

れまでも道内の食品企業のグループ化を積極的に進めてまいりました。 

 

日本罐詰が当社グループに加わることにより、北海道における農産物の調達・加工機能を強化するとと

もに、同社が有する生産管理・品質管理ノウハウをグループ各社で活用することで、グループ全体の製

造・品質管理体制のさらなる強化を図ってまいります。 

また、当社グループが有する国内外の販売ネットワークを活用し、既存製品の販路拡大、新規取引先の

開拓および新商品の開発を進めるほか、北海道・十勝ブランドを活かした製品の海外市場への展開につ

いても推進してまいります。 

当社グループは、こうした取り組みを通じて、契約農家をはじめとする十勝地区の生産者の皆様との関

係をより一層深め、北海道、とりわけ十勝地方の農業を支えるとともに、地域経済の活性化にも継続的に

貢献してまいりたいと考えております。 

 

以上の理由から、本件は、北海道における当社グループの事業基盤を一層強化するとともに、当社グル

ープの持続的な成長および企業価値の向上に資するものと判断し、日本罐詰の株式を取得することとい

たしました。 

 

２．異動する子会社（日本罐詰）の概要 

（１） 名 称 日本罐詰株式会社 

（２） 所 在 地 北海道河西郡芽室町西9条九丁目1番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 恒川 正英 

（４） 事 業 内 容 冷凍野菜、レトルトパウチ食品の製造・販売 

（５） 資 本 金 314百万円（2026年3月期） 

（６） 設 立 年 月 日 1948年12月29日 

（７） 大株主及び持株比率 株式会社明治（92.9％）、株式会社明治ナイスデイ（7.1％） 

（８） 
上場会社と当該会社

と の 関 係 

資本関係、人的関係、取引関係、関連当事者への該当状況はありま

せん。 

（９） 最近3年間の経営成績および財務状況 

決算期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期 

 純 資 産 △3,674百万円 △3,479百万円 △3,237百万円 

 総 資 産 3,273百万円 3,342百万円 3,481百万円 

 1 株 当 た り 純 資 産 △1,589.65円 △1,505.04円 △1,400.36円 

 売 上 高 3,186百万円 3,097百万円 3,041百万円 

 営 業 利 益 178百万円 213百万円 209百万円 

 経 常 利 益 188百万円 230百万円 176百万円 
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親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
141百万円 180百万円 132百万円 

 1 株 当たり 当 期純利 益 61.11円 78.28円 57.31円 

 1 株 当 た り 配 当 金 －円 －円 －円 

※本日時点において、日本罐詰の発行済株式の一部は明治の100％子会社である株式会社明治ナイスデイ

（以下「明治ナイスデイ」）が保有しておりますが、本件譲渡に先立ち、明治ナイスデイが保有する日本罐

詰の株式は明治に譲渡される予定です。 

※本株式取得に先立ち、日本罐詰は、債務超過の解消を目的として、株式会社明治を割当先として、普通

株式１株の第三者割当増資を実施する予定です。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社明治 

（２） 所 在 地 東京都中央区京橋二丁目2番1号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 八尾 文二郎 

（４） 事 業 内 容 牛乳・乳製品、菓子、食品の製造販売等 

（５） 資 本 金 33,646百万円（2026年3月期） 

（６） 設 立 年 月 日 1917年12月21日 

（７） 純 資 産 491,106百万円（2026年3月期） 

（８） 総 資 産 678,784百万円（2026年3月期） 

（９） 大株主及び持株比率 明治ホールディングス株式会社（100％） 

（10） 
上場会社と当該会社

と の 関 係 
資本関係、人的関係、取引関係はありません。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0株（議決権の数：0個、議決権所有割合：0%） 

（２） 取 得 株 式 数 2,311,748株（議決権の数：2,311,748個、議決権所有割合：100%） 

（３） 取 得 価 額 

取得価額につきましては、相手先との守秘義務契約に基づき非開示と

させていただきます。なお、公平性・妥当性を確保するため、外部機関

が実施した財務・法務デューディリジェンスの結果を勘案し、合理的な

価格としています。 

（４） 異動後の所有株式数 2,311,748株（議決権の数：2,311,748個、議決権所有割合：100%） 

※上記取得株式数には、本株式取得に先立ち、債務超過の解消を目的として実施される第三者割当増資

により新たに発行される普通株式１株を含んでおります。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2026年10月６日 

（２） 契 約 締 結 日 2026年10月６日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2026年11月１日（予定） 
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６．今後の見通し 

 本件株式取得による2027年２月期以降の連結業績に与える影響につきましては現在精査中であり、開

示すべき事項が発生いたしましたら速やかに開示いたします。なお、本件により、のれんは発生しない予

定です。 

以 上 


